
報道の時代のなかの
島木健作『満洲紀行』

第7章

山﨑　義光
（ 秋田大学教育文化学部 ）



210

一

は
じ
め
に

本
稿
は
、
島
木
健
作
（
一
九
〇
三
─
四
五
）
が
一
九
三
九
年
に
満
州
北
部
の
移
民
農
村
を
中
心
に
旅
し
た
見
聞
記
と
し

て
の
『
満
洲
紀
行
』（
創
元
社
、
一
九
四
〇
年
四
月
）
を
対
象
と
す
る
。
は
じ
め
に
、
島
木
の
文
学
的
営
為
の
な
か
で
の

本
書
の
位
置
づ
け
と
性
格
、
本
稿
の
観
点
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

島
木
健
作

1
は
、
北
海
道
で
生
ま
れ
育
ち
、
一
九
二
〇
年
代
に
労
働
運
動
、
農
民
組
合
な
ど
の
社
会
運
動
に
加
わ
っ
た
。

二
八
年
に
初
め
て
実
施
さ
れ
た
普
通
選
挙
後
、
治
安
維
持
法
違
反
に
よ
り
収
監
さ
れ
た
。
転
向
し
て
出
獄
し
た
後
、
三
四

年
に
小
説
「
癩
」「
盲
目
」
を
発
表
し
て
作
家
活
動
に
入
っ
た
。
三
五
年
、
現
在
の
青
森
県
北
津
軽
郡
板
柳
町
出
身
の

相
澤
京
と
結
婚
。
三
七
─
三
八
年
に
か
け
て
、
長
篇
『
再
建
』
を
刊
行
す
る
も
発
禁
と
な
り
、
書
き
下
ろ
し
で
長
篇
小
説

『
生
活
の
探
求
』
を
執
筆
し
て
刊
行
。
そ
の
後
、「
地
方
」
へ
の
見
聞
旅
行
を
も
と
に
エ
ッ
セ
イ
や
小
説
を
精
力
的
に
書
い

た
。
三
八
年
に
は
、
秋
田
、
青
森
、
北
海
道
な
ど
を
旅
し
て
「
地
方
」
で
暮
ら
す
人
々
に
取
材
し
た
エ
ッ
セ
イ
を
発
表
。

三
九
年
に
、
満
州
を
旅
し
て
『
満
洲
紀
行
』『
或
る
作
家
の
手
記
』（
創
元
社
、
一
九
四
〇
年
一
二
月
）
を
刊
行
。『
満
洲

紀
行
』
の
最
初
に
収
録
さ
れ
た
エ
ッ
セ
イ
「
北
満
開
拓
地
の
課
題
」
に
は
、「
昨
年
（
昭
和
十
三
年
の
夏
）
東
北
地
方
の

農
村
を
旅
し
た
と
き
、
私
は
、
そ
の
地
方
の
人
々
が
、
満
洲
開
拓
民
の
問
題
に
つ
い
て
強
い
関
心
を
示
し
つ
つ
あ
る
の
を

見
た
」
と
書
き
始
め
ら
れ
て
い
た

2
。
ま
た
『
或
る
作
家
の
手
記
』
に
は
、
三
八
年
の
「
東
北
か
ら
北
海
道
へ
の
旅
」
に

続
い
た
「
満
洲
旅
行
は
そ
の
時
の
旅
の
延
長
だ
つ
た
」
と
記
し
た

3
。
四
〇
年
に
も
東
北
地
方
な
ど
を
旅
し
、
四
一
年
に

『
中
央
公
論
』
で
連
載
し
た
の
ち
『
地
方
生
活
』（
創
元
社
、
一
九
四
一
年
一
二
月
）
を
刊
行
。
こ
の
中
に
は
朝
鮮
、
満
州

に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
も
含
ま
れ
た
。
こ
の
間
、地
方
か
ら
東
京
へ
や
っ
て
き
た
人
物
た
ち
を
描
い
た
『
人
間
の
復
活
』（
中

央
公
論
社
、前
篇
一
九
四
〇
年
五
月
、後
篇
一
九
四
一
年
一
〇
月
）、東
北
の
開
拓
地
の
人
物
を
描
い
た
『
運
命
の
人
』（
新
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潮
社
、
一
九
四
一
年
九
月
）
な
ど
の
小
説
で
も
「
地
方
」「
生
活
」
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
。

『
満
洲
紀
行
』
刊
行
前
後
の
社
会
動
向
や
国
策
と
の
関
連
、
旅
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
中
川
成
美
が
詳
し
く
論
じ
「
島
木

を
支
え
た
の
は
満
州
で
出
会
っ
た
人
に
対
す
る
興
味
と
期
待
だ
け
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
良
い
」
と
評
し
た

4
。
川
村
湊
は
、

国
策
宣
伝
の
中
で
は
表
に
現
れ
な
い
、
満
州
の
土
地
問
題
や
現
に
営
ま
れ
て
い
る
「
生
活
」
に
向
け
た
島
木
の
眼
差
し
を

指
摘
し
た

5
。
本
稿
で
も
こ
れ
ら
の
点
に
着
目
し
、
報
道
（
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
）
の
時
代
の
な
か
に
位
置
づ
け
て
考
究
し

た
い
。

島
木
の
満
州
表
象
つ
い
て
は
、
一
九
三
八
─
四
一
年
に
お
け
る
一
連
の
「
地
方
」
表
象
と
い
う
枠
組
み
の
な
か
で
既
に

論
じ
た

6
。
島
木
の
「
地
方
」
理
解
、「
地
方
」
を
対
象
と
し
た
動
機
、「
国
策
」
に
内
属
し
な
が
ら
批
評
す
る
ス
タ
ン
ス

に
つ
い
て
論
じ
た
。
島
木
の
「
地
方
」
へ
の
眼
差
し
は
、
父
祖
伝
来
の
伝
統
を
も
っ
た
郷
土
で
あ
る
よ
り
も
、
開
拓
農
村

を
一
つ
の
範
型
と
し
、
地
方
に
お
け
る
新
た
な
課
題
と
向
き
合
い
、
協
働
的
な
農
村
経
営
を
試
み
よ
う
と
し
た
人
々
、「
新

し
い
人
間
の
タ
イ
プ
」
に
向
け
ら
れ
た
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。『
満
洲
紀
行
』
も
こ
う
し
た
意
味
で
の
「
地
方
」
表
象
の

一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
従
来
、
三
八
年
か
ら
四
一
年
に
か
け
て
の
島
木
に
つ
い
て
は
、「
転
向
」
を
否
定

的
に
評
価
す
る
論
脈
か
ら
「
国
策
」
へ
の
順
応
を
尺
度
と
し
て
評
価
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
島
木
の
「
地
方
」
表
象
は

国
策
否
定
で
は
な
い
代
わ
り
に
、
単
な
る
追
従
で
も
な
く
、
見
聞
に
も
と
づ
い
た
問
題
提
起
的
な
性
質
を
も
っ
て
い
た
こ

と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
も
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
現
地
報
道
的
な
性
格
を
担
っ
た
『
満
洲
紀
行
』
に
対
象

を
絞
っ
て
論
じ
る
。

本
書
は
、「
序
」
の
ほ
か
一
四
の
エ
ッ
セ
イ
と
一
つ
の
小
説
、
三
〇
葉
の
写
真
か
ら
成
る
。
以
下
で
は
「
序
」
に
述
べ

ら
れ
た
二
つ
の
点
を
と
ば
口
と
し
て
論
じ
た
い
。
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一
つ
は
、『
満
洲
紀
行
』
に
渡
邊
勉
の
写
真
が
挿
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
へ
の
着
目
で
あ
る
。
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る

報
道
写
真
の
隆
盛
と
の
関
わ
り
か
ら
、
本
書
を
同
時
代
的
背
景
の
中
に
位
置
づ
け
て
考
究
す
る
。
国
際
的
多
言
語
的
な
環

境
や
、
遠
く
離
れ
た
場
所
と
の
距
離
を
超
え
、
多
く
の
大
衆
に
伝
達
し
う
る
表
象
手
段
と
し
て
、
特
定
の
テ
ー
マ
を
組
み

写
真
で
表
象
し
た
報
道
写
真
が
、
各
種
雑
誌
の
目
玉
記
事
の
様
式
と
し
て
定
着
し
て
い
た
。『
満
洲
紀
行
』
は
、
満
州
に

関
心
を
も
つ
日
本
の
人
々
に
向
け
て
書
か
れ
、
本
書
に
挿
入
さ
れ
た
写
真
は
国
策
宣
伝
誌
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
た
も
の
が

含
ま
れ
て
い
た
。

も
う
一
つ
は
、『
満
洲
紀
行
』
の
企
図
と
、
そ
れ
に
関
わ
っ
て
隠
顕
さ
れ
る
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ
ド
『
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
旅
行

記
』
へ
の
言
及
で
あ
る
。
こ
の
言
及
と
の
関
連
か
ら
、「
新
し
い
人
間
の
タ
イ
プ
」
の
探
求
を
焦
点
と
し
た
『
満
洲
紀
行
』

の
批
評
的
性
質
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

二
つ
の
観
点
は
、
い
ず
れ
も
報
道
（
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
）
と
い
う
点
で
共
通
す
る
。
こ
の
観
点
か
ら
考
究
す
る
こ
と
を

通
じ
て
、
見
聞
に
準
拠
し
た
批
評
性
を
も
つ
報
道
と
し
て
『
満
洲
紀
行
』
の
性
質
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

二

国
策
宣
伝
の
枠
組
み
と
報
道
写
真

ま
ず
、『
満
洲
紀
行
』
に
挿
入
さ
れ
た
写
真
と
本
書
の
関
係
に
着
目
し
た
い
。

満
州
へ
の
計
画
的
な
移
民
は
、一
九
三
一
年
の
満
州
事
変
、三
二
年
三
月
の
満
州
国
建
国
後
、同
年
満
州
協
和
会
が
発
足
、

日
本
か
ら
武
装
移
民
団
が
入
植
を
始
め

7
、
三
五
年
に
日
本
で
満
州
移
民
協
会
、
満
州
国
で
満
州
拓
植
株
式
会
社
（
の
ち

満
州
拓
植
公
社
）
が
設
立
さ
れ
た
。
三
六
年
に
広
田
弘
毅
内
閣
に
お
い
て
満
州
移
民
が
国
策
と
な
っ
た
。
三
八
年
に
は
対

ソ
戦
略
と
満
州
の
治
安
維
持
を
目
論
ん
だ
満
蒙
青
少
年
義
勇
軍
が
渡
満
を
開
始
し
た

8
。
ソ
連
と
の
国
境
問
題
を
め
ぐ
っ
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て
は
三
九
年
五
─
九
月
に
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
が
起
こ
っ
て
い
た
。
同
年
九
月
に
は
、
ド
イ
ツ
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
侵
攻
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
第
二
次
世
界
大
戦
が
始
ま
っ
た
。
四
〇
年
九
月
、
日
独
伊
三
国
同
盟
が
締
結
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
社
会
的
動
向
の
な
か
で
、
島
木
は
一
九
三
九
年
三
月
二
二
日
に
東
京
を
出
発
し
、
か
つ
て
農
民
組
合
に
い

た
香
川
県
に
立
ち
寄
っ
た
の
ち
、
朝
鮮
半
島
を
経
由
し
て
渡
満

9
、
四
─
六
月
に
、
満
州
北
部
の
移
民
農
村
を
訪
れ
た
。

北
東
部
の
弥い

や
さ
か栄

村
、
千ち

ふ
り振

郷
か
ら
、
龍り

ゅ
う
そ
う爪

、
四し

か
ぼ
う

家
房
の
大
日
向
村
分
村
、
黒こ

く
が河

、
海ハ

イ
ラ
ル

拉
爾
な
ど
に
及
ぶ
。
ハ
ル
ピ
ン
、

勃ぼ
つ
り利
、
孫そ
ん
ご呉
、
鉄て
つ
り驪
、
嫩の
ん
こ
う江
の
義
勇
軍
訓
練
所
の
他
に
、
開
拓
農
村
を
「
十
五
ヶ
所
ほ
ど
」
訪
れ
た

10
。

島
木
の
著
作
の
中
で
、
多
数
の
写
真
を
挿
入
し
た
も
の
は
『
満
洲
紀
行
』
の
み
で
あ
る
。
翌
年
に
は
、
お
も
に
日
本
の

地
方
に
取
材
し
た
『
地
方
生
活
』
を
刊
行
し
た
が
、
写
真
は
な
い
。『
満
洲
紀
行
』
に
写
真
が
挿
入
さ
れ
た
の
は
、
満
州

国
建
国
後
の
国
策
と
し
て
の
移
民
が
、
国
内
外
に
向
け
た
宣
伝
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
背
景
に
あ
っ
た

11
。

『
フ
ォ
ト
タ
イ
ム
ス
』
一
九
四
〇
年
二
月
号
に
は
、
円
城
寺
進
（
国
務
院
弘
報
処
写
真
室
）「
満
洲
国
写
真
政
策
と
そ
の

方
向
に
就
て
」、
大
北
良
之
輔
（
協
和
会
中
央
本
部
映
画
班
）「
協
和
会
運
動
に
於
け
る
写
真
宣
伝
」
が
掲
載
さ
れ
、
満
州

の「
宣
伝
」と
写
真
の
関
係
に
つ
い
て
論
説
し
て
い
た
。満
州
国
政
府
の
行
政
組
織
で
あ
る
国
務
院
内
弘
報
処
の
立
場
か
ら
、

円
城
寺
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
満
州
国
建
国
の
理
想
は
「
日
満
一
体
不
可
分
関
係
に
立
ち
、
民
族
協
和
を
実
践
し
道
義

世
界
の
実
現
を
期
せ
ん
と
す
る
」
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
「
之
を
国
民
に
徹
底
せ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
と
も
に

「
建
国
精
神
と
相
容
れ
な
い
思
想
は
、
断
乎
と
し
て
之
を
殲
滅
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」。
そ
の
た
め
に
弘
報
処
が
設
置
さ
れ

た
と
い
う
。
写
真
室
の
業
務
は
「
写
真
に
よ
つ
て
建
国
精
神
の
徹
底
を
期
し
躍
進
満
洲
を
正
確
に
認
識
高
揚
せ
し
め
る
」

こ
と
に
あ
る
。そ
の
主
旨
に
沿
っ
て「
中
外
に
知
ら
し
む
べ
き
宣
伝
方
針
を
企
画
し
、宣
伝
主
題
を
作
成
し
そ
れ
に
基
い
て
、

平
均
二
名
乃
至
三
名
宛
全
満
各
地
に
出
張
し
主
題
目
的
を
カ
メ
ラ
に
依
つ
て
撮
影
し
」
た
写
真
を
「
対
内
外
新
聞
雑
誌
社
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其
の
他
刊
行
物
に
配
給
し
て
ゐ
る
」
と
い
う
。
ま
た
、
協
和
会
の
立
場
か
ら
、
大
北
は
同
様
の
「
建
国
精
神
」
に
も
と
づ

い
た
「
宣
伝
工
作
手
段
」
と
し
て
、「
写
真
は
先
づ
大
衆
に
歓
迎
さ
れ
、親
し
ま
れ
、而
も
リ
ア
ル
で
あ
り
、ア
ト
ラ
ク
チ
ー

ヴ
で
あ
り
、
印
象
的
で
あ
り
宣
伝
の
目
的
に
最
も
合
致
せ
る
性
格
を
有
す
る
」
が
ゆ
え
に
、
有
用
な
「
宣
伝
手
段
」
だ
と

述
べ
た
。
こ
う
し
て
満
州
国
の
宣
伝
工
作
（
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
）
と
写
真
と
の
関
わ
り
が
深
ま
る
な
か
で
、
多
く
の
写
真
家

が
満
州
で
活
動
し
、
そ
の
こ
と
が
島
木
と
渡
邊
の
接
点
と
な
っ
て
『
満
洲
紀
行
』
に
写
真
が
多
数
挿
入
さ
れ
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
た

12
。

写
真
の
社
会
性
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
一
年
に
板
垣
鷹
穂
が
「
グ
ラ
フ
の
社
会
性
」

13
で
、
言
語
の
壁
を
越
え
う
る
、

カ
メ
ラ
の
眼
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
を
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
し
て
現
代
社
会
を
表
象
す
る
こ
と
の
流
行
と
可
能
性
を
論
じ
て
い
た
。

三
二
年
に
、
伊
奈
信
男
に
よ
り
「
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
・
フ
ォ
ト
」（reportage photo

）
が
「
報
道
写
真
」
と
訳
さ
れ
た
。

三
四
年
三
月
、
日
本
で
最
初
の
「
報
道
写
真
展
覧
会
」
が
日
本
工
房
主
催
で
開
か
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
『LIFE

』
が
創
刊

さ
れ
た
の
は
三
六
年
だ
っ
た
。
四
〇
年
に
は
、
国
策
宣
伝
の
中
で
の
「
報
道
写
真
」
の
意
義
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
に
お
け

る
戦
時
下
国
家
統
制
と
民
間
の
写
真
家
と
の
関
係
を
ふ
ま
え
、「
新
体
制
」
下
に
お
け
る
「
国
家
宣
伝
」
の
中
で
の
役
割

が
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た

14
。
島
木
が
作
家
と
し
て
活
動
を
始
め
て
か
ら
『
満
洲
紀
行
』
刊
行
前
後
ま
で
、
日

中
戦
争
が
本
格
化
し
て
い
っ
た
時
期
は
、
写
真
が
報
道
（
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
）
と
い
う
社
会
性
を
担
っ
た
様
式
を
得
て
普

及
し
、
戦
時
下
に
お
け
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
へ
の
活
用
が
積
極
的
に
行
わ
れ
始
め
て
い
た
時
期
に
重
な
る
。

渡
邊
勉
は
、
島
木
と
同
時
期
、
一
九
三
九
年
三
─
一
二
月
の
約
九
ヶ
月
間
、
取
材
や
活
動
を
行
っ
た
。
満
州
北
部
の
農

村
や
諸
機
関
を
訪
れ
た
と
と
も
に
、
日
本
か
ら
持
ち
込
ん
だ
前
衛
写
真
の
展
覧
会
開
催
、
満
州
で
活
動
す
る
写
真
家
達
と

の
交
流
、
国
務
院
弘
報
処
主
催
の
防
共
展
覧
会
制
作
委
員
会
の
仕
事
な
ど
を
行
っ
た

15
。
渡
邊
は
そ
の
後
「
報
道
写
真
」
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の
様
式
と
し
て
の
「
組
み
写
真
」
を
ア
マ
チ
ュ
ア
向
け
の
著
書
『
組
み
写
真
の
写
し
方
纏
め
方
』（
ア
ル
ス
、
一
九
四
一

年
九
月
）
で
論
じ
た
。
報
道
写
真
と
は
、
社
会
的
事
象
や
自
然
的
事
象
を
主
題
と
す
る
意
図
と
目
的
の
下
に
作
ら
れ
、「
あ

る
現
象
を
写
真
に
取
上
げ
て
、
社
会
に
報
道
す
る
と
同
時
に
指
導
す
る
」
も
の
で
あ
る
と
し
た

16
。

島
木
の
旅
行
も
、
満
州
移
民
が
国
策
と
な
り
社
会
的
関
心
が
高
ま
る
な
か
で
、
一
九
三
八
年
一
一
月
、
近
衛
内
閣
の
有

馬
頼
寧
農
林
大
臣
の
要
請
に
よ
っ
て
発
足
し
た
農
民
文
学
懇
話
会
か
ら
の
派
遣
だ
っ
た

17
。
そ
の
際
、島
木
は
自
ら
の
「
文

学
者
」
と
し
て
の
立
場
を
、「
国
策
」
に
対
す
る
「
批
判
の
眼
」
に
あ
る
と
述
べ
た

18
。
そ
こ
に
『
満
洲
紀
行
』
の
「
序
」

で
い
う
「
一
つ
の
精
神
」
が
あ
っ
た
。

『
満
洲
紀
行
』に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
島
木
の
エ
ッ
セ
イ
に『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』一
九
三
九
年
九
月
一
三
日
号
掲
載
の「
開

拓
地
の
子
ら
」が
あ
る【
図
１
】。
堀
野
正
雄
の
写
真
に
付
さ
れ
て
い
た

19
。
撮
影
場
所
と
対
象
に
つ
い
て「
写
真
は
開
拓
地
、

千
振
郷
の
家
庭
風
景
」
と
あ
る
が
、「
託
児
所
」
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る

20
。
幼
い
子
供
を
抱
え
た
女
性
と
、三
人
の
幼
児
と
羊
、

背
景
に
も
羊
ら
し
き
群
が
見
え
る
。
聖
母
像
に
な
ぞ
ら

え
た
よ
う
な
構
図
で
あ
る
。
記
事
は
満
州
農
村
に
お
け

る
子
育
て
に
関
す
る
も
の
で
、
日
本
や
満
州
の
都
市
部

よ
り
も
よ
く
育
つ
旨
の
聞
書
が
記
さ
れ
た
。「
未
開
の
奥

地
と
し
て
お
そ
れ
ら
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
の
方
が
、
都
会

地
よ
り
も
は
る
か
に
子
供
の
育
ち
が
い
ゝ
。
こ
の
こ
と

は
、
開
拓
地
の
生
活
が
全
体
的
に
健
康
で
溌
剌
と
し
て

ゐ
る
こ
と
の
実
証
で
な
く
て
な
ん
で
あ
ら
う
」
と
述
べ

図１ 『アサヒグラフ』
1939 年 9 月 13 日号
島木健作「開拓地の子ら」
カメラ 堀野正雄
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た
。
島
木
の
満
州
へ
の
旅
は
、
宣
伝
工
作
が
進
め
ら
れ
る
中
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
開
拓
地
の
子
ら
」
は
、
そ
う

し
た
主
旨
に
合
致
し
た
写
真
記
事
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、『
満
洲
紀
行
』
に
は
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
。

三

渡
邊
勉
の
写
真

島
木
は
「
序
」
で
写
真
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た

21
。

こ
の
本
に
を
さ
め
た
写
真
は
す
べ
て
、
友
人
渡
邊
勉
君
の
作
品
で
あ
る
。
渡
邊
君
は
、
私
と
ほ
ぼ
同
時
頃
に
渡
満

し
、
ま
る
九
ヶ
月
か
の
地
に
止
つ
て
、
満
洲
の
生
活
を
殆
ど
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
写
真
に
と
つ
て
帰
つ
た
。
そ
の
作

品
数
は
六
千
枚
に
及
ん
で
ゐ
る
。
同
君
の
こ
の
仕
事
は
写
真
雑
誌
に
次
々
に
発
表
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
本
の
た
め

に
も
、
私
の
願
を
入
れ
て
こ
れ
ら
の
二
十
数
葉
を
提
供
し
て
く
れ
た
。
私
の
文
章
と
渡
邊
君
の
写
真
と
は
必
ず
し
も

マ
ッ
チ
し
て
は
ゐ
な
い
。
し
か
し
、
印
象
的
な
紀
行
文
か
ら
は
は
る
か
に
遠
い
私
の
旅
行
記
が
、
こ
れ
ら
の
写
真
に

よ
つ
て
柔
ら
げ
ら
れ
、
補
は
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
有
難
い
と
思
つ
て
ゐ
る
。
渡
邊
君
に
深
く
感
謝
す
る
。

こ
こ
で
は
「
二
十
数
葉
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
挿
入
さ
れ
た
写
真
は
三
〇
葉
で
あ
る
。
左
に
、
挿
入
さ
れ
た
場
所
を

題
名
と
写
真
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
で
示
し
、
掲
載
順
に
、
本
書
「
写
真
目
次
」
に
対
応
す
る
番
号
を
付
し
た
。
こ
の
う
ち
、

渡
邊
が
『
満
洲
紀
行
』
所
載
の
も
の
と
同
じ
も
し
く
は
同
じ
場
所
を
撮
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
写
真
を
用
い
た
記
事
を
、
確

認
で
き
た
も
の
に
つ
い
て
注
記
し
た
。
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「
北
満
開
拓
地
の
課
題
」（『
文
藝
春
秋
』
一
九
三
九
年
九
月
）
※
一
一
葉

１

協
和
会
全
国
連
合
協
議
会
々
場
【
図
２
】
渡
邊
勉
「
満
洲
を
七
枚
の
写
真
で
語
る
」（『
婦
人
画
報
』
一
九
四
〇

年
二
月
）
中
の
一
葉
。
ま
た
、
渡
邊
勉
（
カ
メ
ラ
と
構
成
）「
逞
し
き
建
設
」（『
商
店
界
』
一
九
四
〇
年
六
月
）

中
に
も
あ
る
。
ど
ち
ら
も
、『
満
洲
紀
行
』
所
載
写
真
と
は
左
右
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。

２

開
拓
地
の
子
供
た
ち
（
一
）

３

開
拓
地
の
子
供
た
ち
（
二
）

４

小
学
校

５

復
習
【
図
３
】
「
母
も
子
も
と
も
に
働
ら
く
」（
渡
邊
勉
『
組
み
写
真
の
写
し
方
纏
め
方
』
ア
ル
ス
、
一
九
四
一

年
九
月
）。

６

除
草
（
一
）【
図
４
】
「
開
拓
地
」（
渡
邊
前
掲
書
）
の
右
上
【
図
５
】。

７

除
草
（
二
）

８

開
墾

渡
邊
勉
「
鏡
泊
学
園
を
語
る
」（『
新
満
洲
』
一
九
四
〇
年
三
月
）
中
の
写
真
と
同
じ
場
所
か
。

９

収
穫
後
の
畝
（
満
農
）
前
掲
「
逞
し
き
建
設
」
中
の
一
葉
と
同
じ
場
所
か
。

10

野
菜
畑

11

漬
物

「
新
た
な
る
出
発
」（『
文
藝
春
秋
』
一
九
三
九
年
一
〇
月
）
※
六
葉

12

満
洲
馬

13

中
耕【
図
６
】
「
夏
天
来
到
了（
な
つ
は
き
た
れ
り
）」（『
新
満
洲
』一
九
四
〇
年
六
月
号
）の
中
央
下
。「
開
拓
地
」
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図３ 5 復習

図２  1 協和会全国連合協議会々場

図５ 「開拓地」渡邊勉
『組み写真の写し方纏め方』（アルス、1941 年）
右上が図４と、右下が図６と同じ

図４ 6 除草
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（
渡
邊
前
掲
書
）【
図
５
】。

14

慰
安
展
覧
会
ポ
ス
タ
ー

15

節
句
の
日

16

移
植
「
萠
え
出
づ
る
大
地

忙
し
い
開
拓
地
の
春
」（『
新
満
洲
』

一
九
四
〇
年
五
月
）
中
の
一
葉
。

17

草
取
り

「
満
洲
旅
日
記
抄
」（『
文
学
界
』
一
九
三
九
年
一
〇
月
）
※
四
葉

18

水
汲
み
「
母
も
子
も
と
も
に
働
ら
く
」（
渡
邊
前
掲
書
）。

19

炊
事

同
右
。

20

若
い
妻

同
右
。

21

懐
郷

「
勃
利
に
て
」（『
文
学
界
』
一
九
四
〇
年
四
月
）
※
五
葉

22

団
の
医
者
【
図
７
】
「
開
拓
地
の
生
活
」（『
フ
ォ
ト
タ
イ
ム
ス
』

一
九
四
〇
年
一
月
）。「
母
も
子
も
と
も
に
働
ら
く
」（
渡
邊
前
掲
書
）。

前
掲
「
萠
え
出
づ
る
大
地
」
の
次
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
栄
え
行
く
開
拓
地
」

（『
新
満
洲
』
一
九
四
〇
年
五
月
）【
図
８
】
の
右
上
に
も
あ
る
。
こ
の
記

事
の「
撮
影
」者
と
し
て
堀
野
正
雄
と
渡
邊
勉
の
名
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。

左
上
に
堀
野
撮
影
の
「
託
児
所
」
の
写
真
が
あ
る

22
。

図６ 13 中耕図７ 22 団の医者
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23

開
墾
地
へ

24

剪モ

ー

ア
草
機

25

緬
羊

26

乳
牛

「
興
農
鎮
の
一
夜
」

「
孫
呉
に
て
」（『
新
満
洲
』
一
九
三
九
年
九
月
）

「
車
中
瞥
見
」

「
斉
々
哈
爾
か
ら
訥
河
ま
で
」（『
北
窗
』
満
鉄
哈
爾
浜
図
書
館
、

一
九
三
九
年
一
一
月
）

「
満
洲
の
日
本
人
の
生
活
」
※
二
葉

27

ハ
ル
ピ
ン
・
キ
タ
イ
ス
カ
ヤ
街

28

白
系
露
人
の
子
供
た
ち
【
図
９
】
渡
邊
勉
（
撮
影
・
文
）「
ト
ル
コ
・
タ
タ
ア
ル
民
族
文
化
研
究
所
に
中
岡
艮
一
氏

を
訪
ね
て
」（『
カ
メ
ラ
ア
ー
ト
』
一
九
四
〇
年
一
一
月
）
中
に
同
じ
時
に
撮
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
写
真
が
あ
る
。

右
側
の
人
物
は
原
敬
暗
殺
犯
だ
っ
た
中
岡
艮
一
。

「
満
洲
の
農
家
」（『
随
想
集

草
炎
』
東
京
農
業
大
学
斯
友
会
新
聞
部
、
一
九
三
九
年
一
二
月
）
※
二
葉

29

粗
朶
集
め
「
収
穫
の
凱
歌
」（『
新
満
洲
』
一
九
四
〇
年
九
月
）
の
下
段
中
央
。

30

大
豆
の
収
穫

「
満
洲
へ
旅
す
る
人
に
」

図８ 1940 年 5 月号『新満洲』
堀野正雄、渡邊勉撮影

「栄え行く開拓地 大陸に育つ開拓第二世」
右上の写真が図７と同じ
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「
あ
る
読
書
」

「
感
想
」

「
旅
の
手
帳
か
ら
」

「
青
服
の
人
」（『
新
潮
』
一
九
四
〇
年
一
月
）

こ
れ
ら
の
写
真
は
満
州
移
民
の
宣
伝
と
い
う
枠
組
み
に
収
ま
る
も
の
だ
っ
た
。

と
と
も
に
島
木
の
文
章
と
適
合
し
た
傾
向
が
あ
る
。
ま
ず
、
日
本
か
ら
の
開
拓
農

村
の
生
活
に
つ
い
て
、
特
定
の
場
所
に
限
定
せ
ず
に
述
べ
た
最
初
の
三
篇
に
二
一

葉
の
写
真
が
、
撮
影
地
と
本
文
が
一
致
し
て
い
る
か
は
定
か
で
な
い
ま
ま
、
島
木

が
言
及
し
た
満
州
農
村
の
暮
ら
し
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
付
さ
れ
て
い
る
。
ど
こ
か
、

誰
か
が
あ
い
ま
い
な
も
の
が
多
い
。
顔
が
正
面
を
向
い
て
大
写
し
に
さ
れ
た
も
の

は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
子
供
の
日
常
や
農
作
業
な
ど
、
異
国
の
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
や
伝
統
、
隔
絶
し
た
場
所
を
強
調
し
て
イ

メ
ー
ジ
さ
せ
る
よ
り
も
、
日
本
で
の
暮
ら
し
と
の
近
さ
を
感
じ
さ
せ
る
生
活
の
状
景
を
前
景
と
し
て
い
る
。
一
方
、
日
本

か
ら
の
移
民
以
外
の
住
民
の
様
子
を
う
か
が
わ
せ
る
写
真
は
少
な
く
27
〜
30
し
か
な
い
。

別
の
見
方
を
す
る
と
、
本
書
に
採
ら
れ
た
写
真
に
は
、
最
初
の
「
１
協
和
会
全
国
連
合
協
議
会
々
場
」【
図
２
】
の
写

真
を
除
き
、
報
道
写
真
で
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
た
、
国
家
的
・
組
織
的
な
式
典
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
国
策
と
の
関
係

を
意
識
さ
せ
る
場
面
の
写
真
が
な
く
、
農
作
業
や
生
活
の
風
景
を
主
と
す
る
。

「
孫
呉
に
て
」
は
、
満
蒙
青
少
年
義
勇
軍
訓
練
所
を
訪
れ
た
際
の
文
章
だ
が
、
写
真
は
付
さ
れ
て
な
い
。
し
か
し
、
こ 図９ 28 白系露人の子供たち
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の
文
章
の
初
出
誌
『
新
満
洲
』（
一
九
三
九
年
九
月
）
に
は
、
報
道

写
真
記
事
「
孫
呉

義
勇
隊
訓
練
所
」（
撮
影
者
は
不
明
）
が
掲
載

さ
れ
て
い
た
【
図
10
】。
そ
こ
で
は
組
織
的
な
イ
ベ
ン
ト
の
写
真
と

文
章
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
た
。
当
時
の
雑
誌
で
好
ん
で
掲
載
さ

れ
て
い
た
の
は
、
宣
伝
が
主
旨
で
、
訓
練
所
や
各
地
開
拓
団
な
ど

に
お
け
る
組
織
活
動
の
風
景
、
儀
式
や
イ
ベ
ン
ト
の
場
面
の
写
真

が
多
か
っ
た
。
こ
の
記
事
に
は
、
次
の
よ
う
な
文
章
が
付
さ
れ
て

い
た
（
中
央
上
部
の
文
章
）。

内
地
の
皆
さ
ま
御
元
気
で
す
か

遙
か
北
満
か
ら
お
伺
ひ

申
し
上
げ
ま
す

我
が
孫
呉
義
勇
隊
に
於
て
は
昨
年
秩
父
宮

殿
下
御
来
臨
遊
さ
れ
た
当
日
を
当
訓
練
所
の
開
拓
記
念
日
と

し

去
る
五
月
二
十
八
日
そ
の
第
一
回
記
念
式
を
殉
職
し
た
訓
練
生
の
慰
霊
祭
を
兼
ね
て
盛
大
に
開
催
致
し
ま
し

た

丁
度
当
日
は
日
満
官
民
並
に
日
満
小
学
児
童
多
数
の
参
観
が
あ
り

我
等
義
勇
軍
の
意
気
益
々
軒
昂
た
る
も

の
が
あ
り
ま
し
た

写
真
班
の
撮
し
た
当
日
の
模
様
を
新
満
洲
を
通
じ
て
お
伝
へ
致
し
ま
す

孫
呉
の
青
少
年
義
勇
軍
訓
練
所
で
「
秩
父
宮
殿
下
御
来
臨
遊あ

そ
ば

さ
れ
た
当
日
を
当
訓
練
所
の
開
拓
記
念
日
」
と
し
、「
殉

職
し
た
訓
練
生
の
慰
霊
祭
を
兼
ね
」
て
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
が
、
数
葉
の
写
真
で
構
成
さ
れ
た
報
道
写
真
記
事

図 10  1939 年 9 月
『新満洲』「孫呉 義勇隊訓練所」
（署名なし）
左側中段に「孫呉憲兵隊検閲済」とある
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で
あ
る
。
こ
う
し
た
写
真
が
『
満
洲
紀
行
』
に
採
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
島
木
の
エ
ッ
セ
イ
に
は
、
そ
う
し
た
国
策
高
揚

的
な
組
織
活
動
へ
の
関
心
が
ほ
と
ん
ど
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
対
応
し
て
い
る
。

島
木
が
「
孫
呉
に
て
」
に
記
し
た
の
は
、
訓
練
所
を
案
内
し
て
く
れ
た
元
小
学
校
教
師
「
Ｔ
氏
」
の
話
と
訪
問
時
の
一

コ
マ
で
あ
る
。勃
利
の
訓
練
所
を
訪
ね
た
と
言
う
と
、Ｔ
氏
は
そ
こ
に
息
子
が
い
た
と
言
い
、満
州
へ
来
た
経
緯
を
語
っ
た
。

息
子
が
義
勇
軍
に
行
き
た
い
と
言
い
出
し
た
こ
と
、
自
ら
も
教
師
と
し
て
訓
練
所
に
入
る
こ
と
を
勧
め
る
立
場
に
あ
っ
た

こ
と
を
語
り
、
し
か
し
「
決
意
す
る
ま
で
に
は
な
ほ
さ
ま
ざ
ま
な
心
理
的
な
動
き
を
重
ね
」
な
が
ら
、
息
子
を
送
り
出
し
、

自
ら
も
腹
を
決
め
て
や
っ
て
き
た
と
い
う
。「
Ｔ
氏
か
ら
は
、
鋭
さ
も
力
も
感
ず
る
こ
と
は
で
き
な
か
つ
た
。
ま
た
遠
大

な
抱
負
も
、
新
し
い
方
針
も
聞
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
訓
練
所
の
仕
事
に
は
、
幹
部
の
一
人
と
し
て
Ｔ
氏
の

や
う
な
人
は
も
つ
と
も
必
要
な
そ
し
て
大
切
な
人
で
あ
ら
う
と
思
つ
た
」

23
と
記
し
た
。
先
の
報
道
写
真
と
比
べ
た
と
き
、

こ
の
エ
ッ
セ
イ
の
焦
点
は
、
冒
頭
に
記
し
て
い
る
よ
う
に
「
新
し
い
国
満
洲
国
が
ど
の
や
う
な
人
間
を
つ
く
り
出
し
つ
つ

あ
る
か
、
日
本
の
私
達
の
周
囲
に
な
い
ど
の
や
う
な
タ
イ
プ
の
人
間
が
そ
だ
ち
つ
つ
あ
る
か
」

24
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。

し
か
し
、
Ｔ
氏
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
人
は
稀
で
あ
る
。
訓
練
所
へ
の
「
さ
ま
ざ
ま
な
視
察
者
」
は
「
最
大
級
の
讃
辞
を
あ

び
せ
る
」
が
、「
し
か
し
は
た
し
て
自
分
の
子
供
を
こ
こ
に
託
す
と
い
ふ
気
に
な
る
だ
ら
う
か
」

25
と
し
、
次
の
よ
う
に
述

べ
た

26
。訓

練
所
の
こ
と
で
は
な
い
が
か
う
い
ふ
こ
と
も
あ
る
。
満
洲
国
の
人
々
の
私
達
へ
の
言
葉
は
、
力
強
く
美
し
く

立
派
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
人
々
の
な
か
に
、
自
分
の
子
供
は
こ
こ
で
育
て
る
気
に
は
な
ら
ぬ
、
少
く
と
も
学
校

だ
け
は
こ
こ
で
す
ま
さ
せ
る
気
に
な
れ
ぬ
、
と
さ
う
い
ふ
こ
と
を
口
に
出
し
て
い
ふ
人
も
あ
る
し
、
口
に
い
は
ぬ
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ま
で
も
実
際
さ
う
し
て
ゐ
る
人
が
多
い
の
だ
。
私
は
そ
の
人
々
の
気
持
は
わ
か
る
し
納
得
す
る
。
私
だ
つ
て
同
じ

状
態
に
あ
れ
ば
さ
う
だ
ら
う
と
も
思
ふ
。
し
か
し
さ
う
聞
く
そ
の
瞬
間
に
、さ
き
の
力
強
く
美
し
く
立
派
な
言
葉
が
、

た
ち
ま
ち
に
し
て
色
あ
せ
て
し
ま
ふ
の
は
、
こ
れ
は
ま
た
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。

「
満
洲
国
」
を
理
想
化
し
た
「
力
強
く
美
し
く
立
派
な
言
葉
」
と
、「
自
分
」
の
こ
と
と
し
て
の
「
実
際
」
と
の
懸
隔
を
、

ど
う
生
き
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
島
木
の
関
心
の
中
心
が
あ
っ
た
。

『
満
洲
紀
行
』
所
載
の
写
真
は
、
国
家
に
従
属
す
る
組
織
で
あ
る
こ
と
を
前
景
化
し
た
写
真
で
は
な
く
、
満
州
で
暮
ら

す
人
々
の
日
常
生
活
の
断
面
が
写
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
先
に
引
用
し
た
「
序
」
の
一
節
で
、
島
木
は
「
私
の
文
章
と
渡

邊
君
の
写
真
と
は
必
ず
し
も
マ
ッ
チ
し
て
は
ゐ
な
い
」
と
述
べ
て
い
た
。
ま
ず
は
本
文
と
撮
影
地
は
一
致
し
て
い
な
い
と

い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
と
と
も
に
、
島
木
が
焦
点
を
当
て
て
書
い
た
こ
と
は
、
写
真
に
は
写
ら
な
い
諸
課
題
と
、
そ
れ
に

向
き
あ
う
人
の
苦
衷
に
あ
っ
た
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
た
だ
ろ
う
。「
渡
邊
君
の
写
真
」
は
、
日
本
と
大
き
く
隔
て
の
な

い
日
常
の
状
景
を
写
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
島
木
の
「
文
章
」
が
「
柔
ら
げ
ら
れ
」
て
い
る
。
ま
た
、
国
策
を
背
景

と
し
た
満
州
移
民
の
現
地
で
の
様
子
を
宣
伝
す
る
目
的
に
限
定
さ
れ
な
が
ら
撮
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
意
味
で
も
「
柔
ら

げ
ら
れ
、
補
は
れ
」
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

四
『
満
洲
紀
行
』
の
企
図

『
満
洲
紀
行
』
は
、
ど
の
よ
う
な
企
図
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
書
物
だ
っ
た
か
。「
序
」
の
冒
頭
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
た

27
。
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満
洲
紀
行
の
結
果
生
ま
れ
た
私
の
文
章
は
、
新
し
い
土
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
印
象
を
こ
ま
か
に
綴
る
こ
と
で
、
人
々

を
楽
し
ま
す
旅
行
記
で
あ
る
こ
と
は
出
来
な
か
つ
た
。
ま
た
、
ジ
イ
ド
は
そ
の
ソ
ヴ
ェ
ト
旅
行
記
に
お
い
て
、
自
分

の
考
察
の
領
域
は
、
心
理
的
な
問
題
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
、
と
言
つ
て
ゐ
る
が
、
そ
し
て
そ
れ
は
文
学
者
に
と
つ
て
の

節
度
で
あ
る
と
も
思
は
れ
る
が
、
私
は
さ
う
い
ふ
節
度
を
守
る
こ
と
も
出
来
な
か
つ
た
。
私
の
も
の
を
見
る
角
度
は

単
に
心
理
的
で
あ
る
こ
と
は
出
来
な
か
つ
た
。
主
と
し
て
私
の
考
察
の
対
象
と
な
つ
た
北
満
の
開
拓
地
の
問
題
自
身

が
、
私
を
そ
こ
に
と
ど
め
る
こ
と
を
し
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
私
は
、
北
満
に
お
け
る
日
本
農
民
の
開
拓
地
を
通
し

て
、
新
し
い
国
の
動
き
に
触
れ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
つ
た
。

私
の
見
聞
は
狭
く
、
貧
し
い
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
文
章
は
そ
の
な
か
か
ら
得
た
も
の
の
さ
ら
に
一
部
分
で
し
か
な

い
。
現
実
は
ど
れ
ほ
ど
の
部
分
も
伝
へ
ら
れ
て
は
ゐ
な
い
だ
ら
う
。
た
だ
私
は
こ
れ
ら
の
文
章
を
一
貫
し
て
一
つ
の

精
神
が
あ
る
と
思
つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
私
を
満
洲
に
呼
ん
だ
と
こ
ろ
の
も
の
で
も
あ
る
。
対
象
と
し
た
世
界
に
於
て

何
が
問
題
で
あ
る
か
、
そ
れ
ら
の
問
題
を
ど
う
見
、
ど
う
考
へ
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
か
に
つ
い
て
、
私
は
述
べ
て
ゐ

る
。
私
は
一
つ
の
態
度
を
持
し
て
を
り
、
私
に
は
自
分
の
意
見
が
あ
る
。
そ
し
て
私
は
日
本
の
文
学
者
に
よ
つ
て
書

か
れ
た
多
く
の
旅
行
記
に
欠
け
た
性
格
を
そ
の
点
に
見
出
す
も
の
な
の
で
あ
る
。

島
木
は
自
ら
の
「
文
章
」
の
性
格
を
、「
人
々
を
楽
し
ま
す
旅
行
記
」
で
は
な
く
、「
新
し
い
土
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
印
象

を
こ
ま
か
に
綴
る
こ
と
」
に
あ
る
と
し
た
。
加
え
て
、
ジ
ッ
ド
『
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
旅
行
記
』
を
引
き
あ
い
に
、「
心
理
的
」

な
見
方
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
北
満
に
お
け
る
日
本
農
民
の
開
拓
地
を
通
し
て
、
新
し
い
国
の
動
き
に
触
れ
よ
う
と
し
た
」

と
述
べ
た
。
そ
こ
に
は
「
一
貫
し
て
一
つ
の
精
神
が
あ
る
」
と
し
、「
狭
く
、
貧
し
い
」「
見
聞
」
で
あ
る
と
限
界
を
認
め
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な
が
ら
も
、「
対
象
と
し
た
世
界
に
於
て
何
が
問
題
で
あ
る
か
、
そ
れ
ら
の
問
題
を
ど
う
見
、
ど
う
考
へ
て
ゆ
か
ね
ば
な

ら
ぬ
か
に
つ
い
て
、
私
は
述
べ
て
ゐ
る
」
と
、
本
書
の
企
図
を
述
べ
た
。
個
人
的
な
印
象
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
「
一
つ

の
態
度
を
持
し
て
」、「
問
題
」
発
見
的
に
「
自
分
の
意
見
」
を
述
べ
る
こ
と
に
、
自
ら
の
「
見
聞
」
記
の
性
格
を
お
い
た
。

『
満
洲
紀
行
』
の
前
半
に
は
、
開
拓
農
村
の
見
聞
記
が
な
ら
ぶ
。「
北
満
開
拓
地
の
課
題
」「
新
た
な
る
出
発
」
は
、
開

拓
地
農
業
の
経
営
に
関
す
る
課
題
に
つ
い
て
、
個
人
経
営
で
は
雇
農
が
必
要
と
な
る
こ
と
、
自
立
の
た
め
に
は
共
同
経
営

を
行
う
の
が
合
理
的
で
あ
る
こ
と
、
満
人
の
農
法
に
見
倣
う
べ
き
こ
と
、
北
海
道
農
法
の
可
否
な
ど
に
つ
い
て
の
見
解
を
、

見
聞
に
も
と
づ
い
て
具
体
的
に
論
じ
た
。「
満
洲
旅
日
記
抄
」「
勃
利
に
て
」「
興
農
鎮
の
一
夜
」「
孫
呉
に
て
」「
車
中
瞥
見
」

「
斉チ

チ

ハ

ル

々
哈
爾
か
ら
訥と

つ
が河

ま
で
」「
満
洲
の
日
本
人
の
生
活
」「
満
洲
の
農
家
」
は
、
訪
れ
た
先
で
の
見
聞
、
出
会
っ
た
人
々

の
こ
と
を
、
旅
先
で
の
描
写
を
交
え
て
記
し
た
。「
満
洲
へ
旅
す
る
人
に
」
は
、
満
州
を
旅
行
す
る
う
え
で
の
ア
ド
バ
イ

ス
と
と
も
に
、
自
ら
の
旅
行
で
は
何
に
注
目
し
た
か
を
述
べ
た
。「
あ
る
読
書
」
は
、
満
州
に
関
心
の
あ
る
学
生
へ
向
け
、

満
州
関
連
本
と
実
際
と
で
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。「
感
想
」
で
は
、
島
木
の
満
州
に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ

に
対
し
て
批
難
を
含
ん
だ
反
響
が
あ
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
自
分
が
書
い
た
の
は
見
聞
に
基
づ
き
国
策
的
事
業
の
課
題
を

提
示
し
た
「
批
評
」
で
あ
る
と
述
べ
た
。「
旅
の
手
帳
か
ら
」
に
は
、
旅
の
見
聞
の
拾
遺
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
断
片
的
に

併
記
し
た
。
そ
し
て
、
最
後
に
配
さ
れ
た
の
が
小
説
「
青
服
の
人
」
で
あ
る
。

こ
う
し
て
記
し
た
満
州
事
情
を
誰
に
伝
え
よ
う
と
し
た
の
だ
っ
た
か
。「
感
想
」
で
は
、
島
木
が
雑
誌
に
発
表
し
た
文

章
が
開
拓
事
業
の
当
局
者
か
ら
批
難
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、「
私
の
書
い
た
文
章
は
、
そ
の
人
々
〔
引
用
者
注

開
拓

事
業
の
当
局
者
の
人
々
〕
の
仕
事
に
対
す
る
無
批
判
的
な
礼
讃
文
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
幾
ら
か
の
批
評
と
い
ふ
も
の
が

あ
る
」

28
と
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た

29
。
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私
達
は
新
し
い
土
地
に
旅
行
を
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
の
生
活
を
見
、
感
想
を
持
つ
て
帰
つ
て
来
る
。
私
達
は

そ
の
得
た
も
の
を
、
一
体
、
誰
に
向
つ
て
告
げ
よ
う
と
す
る
で
あ
ら
う
か
？

私
達
は
そ
れ
を
、
い
ふ
ま
で
も
な
く
、

広
く
国
民
に
向
つ
て
告
げ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
官
吏
な
ら
ば
何
を
措
い
て
も
先
づ
上
司
に
向
つ
て
復
命
報
告

を
す
る
だ
ら
う
。
私
達
は
し
か
し
そ
ん
な
も
の
で
は
な
い
。
私
達
は
国
民
の
一
人
と
し
て
、
国
民
に
伝
へ
国
民
が
そ

の
問
題
に
つ
い
て
考
へ
る
何
等
か
の
助
け
と
な
る
こ
と
を
欲
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
文
筆
の
徒
の
任
務
で
あ
る
。

ま
た
私
達
の
「
協
力
」
の
方
法
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。「
ほ
か
に
言
ふ
な
。
我
々
に
言
へ
。」
と
い
ふ
人
々
は
、
こ
の

事
を
ど
う
思
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
か
。
国
民
の
事
を
ど
う
思
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
か
。

国
策
的
事
業
と
い
ふ
も
の
は
、
そ
れ
を
担
当
し
て
ゐ
る
、
一
部
の
国
家
機
関
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
広
く
国
民

全
体
の
問
題
で
あ
る
。
だ
か
ら
国
策
な
の
で
あ
る
。「
我
々
に
だ
け
言
へ
。」
と
い
ふ
の
は
、
国
民
の
参
加
を
拒
む
思

想
で
あ
る
。
我
々
だ
け
あ
れ
ば
い
い
、
ほ
か
の
も
の
は
い
ら
ぬ
、
と
い
ふ
思
想
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
は
つ
き
り
し
た

独
善
と
い
ふ
も
の
は
な
い
。

満
州
開
拓
移
民
と
い
う
「
国
策
的
事
業
」
は
、「
国
家
機
関
だ
け
の
問
題
」
で
は
な
く
、「
広
く
国
民
全
体
の
問
題
」
で

あ
る
と
の
認
識
に
立
ち
、「
国
民
に
伝
へ
国
民
が
そ
の
問
題
に
つ
い
て
考
へ
る
何
等
か
の
助
け
と
な
る
こ
と
」
に
、
自
ら

の
見
聞
を
伝
え
る
べ
き
宛
先
と
意
義
が
あ
る
と
述
べ
た
。「
無
批
判
的
な
礼
讃
文
」
で
は
な
く
、「
協
力
」
の
た
め
の
「
批

評
」
こ
そ
が
「
文
筆
の
徒
の
任
務
」
だ
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
文
学
者
の
立
場
で
、
開
拓
地
と
し
て
の
満
州
に
関
心
を
も

つ
「
国
民
」
へ
向
け
、「
国
策
」
宣
伝
で
は
語
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
現
地
の
抱
え
る
「
問
題
」
を
、
見
聞
に
準
拠
し
て
報

告
し
よ
う
と
し
た
の
だ
と
言
え
る
。
こ
こ
で
い
う
「
批
評
」
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た

30
。
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批
評
は
つ
ね
に
多
少
と
も
苦
言
で
あ
る
。
苦
言
の
な
か
に
こ
そ
誠
意
が
ひ
そ
む
の
で
あ
る
。
協
力
と
は
人
の
苦
言

を
受
け
入
れ
る
精
神
の
上
に
の
み
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
阿
諛
に
近
い
礼
讃
の
み
が
喜
ば
れ
て
ゐ
る
現
状

で
あ
る
。
世
の
つ
ね
で
は
あ
る
と
し
て
も
、
新
し
い
国
の
新
し
い
事
業
が
そ
れ
で
は
仕
方
あ
る
ま
い
。

こ
こ
に
は
「
新
し
い
国
の
新
し
い
事
業
」
に
対
す
る
二
重
の
立
場
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
新
し
い
国
の

新
し
い
事
業
」
に
「
協
力
」
す
る
立
場
に
立
ち
つ
つ
、
し
か
し
「
阿
諛
」「
礼
讃
」
で
は
な
く
、「
誠
意
」
あ
る
「
苦
言
」

と
し
て
「
批
評
」
す
る
立
場
と
い
う
二
重
性
で
あ
る
。

五

ジ
ッ
ド
『
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
旅
行
記
』
へ
の
言
及
と
「
青
服
の
人
」

『
満
洲
紀
行
』
所
載
の
エ
ッ
セ
イ
に
は
、
満
州
の
農
村
で
「
生
活
」
す
る
人
々
の
抱
え
た
様
々
な
課
題
が
描
き
込
ま
れ

て
い
た
。国
策
に
対
す
る
真
っ
向
か
ら
の
反
対
で
は
な
い
な
が
ら
、追
従
で
は
な
く
、国
策
の
も
た
ら
す
現
状
に
つ
い
て「
見

聞
」
に
も
と
づ
い
た
自
分
の
意
見
を
持
し
て
「
批
評
」
的
に
文
筆
で
か
か
わ
る
こ
と
。
そ
れ
を
、満
州
に
関
心
を
抱
く
「
国

民
」
に
伝
え
る
こ
と
。
そ
こ
に
島
木
の
企
図
が
あ
り
、
自
ら
の
立
ち
位
置
と
意
義
を
定
位
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
ス
タ
ン
ス
に
は
、
こ
の
頃
邦
訳
で
広
く
読
ま
れ
た
ア
ン
ド
レ
・
ジ
イ
ド
『
ソ
ヴ
ェ
ト
旅
行
記
』『
ソ
ヴ
ェ
ト

紀
行
修
正
』
か
ら
の
影
響
が
う
か
が
え
る
。『
満
洲
紀
行
』
で
は
、
そ
れ
に
ど
う
言
及
し
て
い
た
か
を
確
認
し
な
が
ら
、

島
木
が
描
い
た
、
満
州
に
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
「
新
し
い
人
間
の
タ
イ
プ
」
の
形
象
の
一
つ
と
し
て
小
説
「
青
服
の
人
」
を

位
置
づ
け
て
み
た
い
。

『
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
旅
行
記
』
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
体
制
下
の
一
九
三
六
年
に
、
初
め
て
の
共
産
主
義
国
家
と
し
て
躍
進
し
国
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際
的
な
期
待
と
と
も
に
関
心
を
集
め
て
い
た
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
を
、
ジ
イ
ド
が
数
名
の
共
産
主
義
（
シ

ン
パ
）
の
作
家
た
ち
と
訪
れ
た
旅
行
記
で
あ
る
。
当
時
の
ソ
連
を
見
聞
し
た
現
地
の
報
告
、
報
道
と
し
て
の
意
味
を
担
っ

た
旅
行
記
だ
っ
た
い
え
よ
う
。
入
国
そ
の
も
の
が
共
産
党
、
ソ
連
へ
の
共
鳴
者
で
あ
る
こ
と
に
も
と
づ
い
て
お
り
、
お
の

ず
と
ソ
連
へ
の
讃
美
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
書
か
れ
た
の
は
理
想
と
は
ほ
ど
遠
い
ソ
連
社
会
の
姿
だ
っ
た
こ
と

が
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。

一
九
三
六
年
一
一
月
に
フ
ラ
ン
ス
で
刊
行
さ
れ
（「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
よ
り
還
る
」
原
題Retour de L'U

. R. S. S.

）、
邦
訳

も
い
ち
早
く
一
九
三
七
年
一
月
号
『
中
央
公
論
』
に
第
一
章
か
ら
第
三
章
の
前
半
ま
で
が
発
表
さ
れ
て
、
間
も
な
く
全
訳

が
刊
行
さ
れ
た
（
ア
ン
ド
レ
・
ジ
イ
ド
『
ソ
ヴ
ェ
ト
旅
行
記
』
小
松
清
訳
、
第
一
書
房
、
一
九
三
七
年
三
月
）。
そ
の
後
、

岩
波
文
庫
（
一
九
三
七
年
九
月
）
で
出
版
さ
れ
る
も
、
発
売
直
後
に
発
禁
と
な
り
、
同
年
九
月
六
日
付
け
で
一
部
削
除
し

た
改
訂
版
が
刊
行
さ
れ
た

31
。

ソ
連
社
会
の
画
一
主
義
や
ス
タ
ー
リ
ン
の
神
格
化
な
ど
に
批
判
的
に
言
及
し
た
本
書
に
対
す
る
反
響
は
大
き
く
、
ソ
連

共
産
党
の
機
関
誌
『
プ
ラ
ウ
ダ
』
の
批
判
を
は
じ
め
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
な
ど
共
産
主
義
、
ソ
連
シ
ン
パ
の
立
場
か
ら
は
、

ジ
ッ
ド
が
共
産
主
義
者
か
ら
転
向
し
て
批
判
し
た
と
受
け
と
め
ら
れ
た
。
ジ
ッ
ド
擁
護
の
論
説
も
含
め
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
お
け
る
反
響
は
日
本
に
お
い
て
も
報
じ
ら
れ
た

32
。『
中
央
公
論
』
掲
載
直
後
に
は
、
中
條
（
宮
本
）
百
合
子
「
ジ
イ

ド
と
プ
ラ
ウ
ダ
の
批
評
─
文
芸
時
評
─
」（『
文
藝
春
秋
』
一
九
三
七
年
二
月
）
が
出
さ
れ
た
。
中
條
は
ジ
ッ
ド
の
経
歴
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
作
家
と
し
て
の
「
純
粋
な
誠
実
」
を
認
め
つ
つ
、
そ
れ
ゆ
え
に
ソ
連
の
現
実
を
見
誤
っ
た
と
し
た
。

ジ
ッ
ド
は
「
序
言
」
で
、「
私
に
と
つ
て
は
、
私
自
身
よ
り
も
、
ソ
ヴ
ェ
ト
よ
り
も
ず
つ
と
重
大
な
も
の
が
あ
る
。
そ

れ
は
人ヒ

ュ
マ
ニ
テ
ィ類
で
あ
り
、
そ
の
運
命
で
あ
り
、
そ
の
文
化
で
あ
る
」

33
と
述
べ
て
い
た
。
国
分
俊
宏
は
、
ジ
ッ
ド
の
立
場
は
不
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偏
不
党
の
無
邪
気
な
ま
で
の
「
知
的
誠
実
さ
」

34
に
あ
っ
た
と
い
う
。
共
産
主
義
社
会
を
理
想
と
観
る
こ
と
と
、
実
際
に

見
聞
し
た
ソ
連
と
の
乖
離
を
「
誠
実
」
に
記
し
た
と
こ
ろ
に
『
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
旅
行
記
』
の
特
徴
が
あ
る
。
し
か
し
、
共
産

主
義
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
自
由
主
義
と
い
っ
た
社
会
理
念
が
対
立
し
て
い
た
一
九
三
〇
年
代
に
お
い
て
、
ソ
連
・
共
産
主
義

批
判
は
対
立
陣
営
に
政
治
的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
に
批
判
さ
れ
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。

『
満
洲
紀
行
』
の
「
序
」
で
は
、
ジ
ッ
ド
が
「
心
理
的
な
問
題
」
に
限
定
し
た
と
述
べ
た
こ
と
に
対
し
て
、
自
分
は
「
新

し
い
国
の
動
き
に
触
れ
よ
う
と
し
た
」
と
述
べ
て
い
た
。
ジ
ッ
ド
の
い
う
「
心
理
的
」
と
は
、ど
う
理
解
し
た
ら
よ
い
か
。

同
時
代
に
小
林
秀
雄

35
は
、
ジ
ッ
ド
の
い
う
「
心
理
的
見
地
」
と
は
「
自
分
の
観
察
の
角
度
」
の
こ
と
で
あ
り
、「
作
家

た
る
自
分
は
自
分
流
に
も
の
を
見
る
、
他
人
流
に
は
見
る
事
が
出
来
な
い
、
そ
れ
を
心
理
的
見
地
（
こ
の
言
葉
は
わ
が
国

で
は
誤
解
さ
れ
易
い
が
）
と
呼
ん
だ
に
過
ぎ
ぬ
」
と
断
じ
て
い
た
。
国
分
俊
宏

36
は
、
ジ
ッ
ド
が
「
私
を
共
産
主
義
へ
導

い
た
の
は
マ
ル
ク
ス
で
は
な
く
福
音
書
な
の
だ
」
と
述
べ
て
い
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、「
心
理
的
」
と
は
人
類
に
対
す
る
素

朴
な
理
想
で
あ
り
「
現
実
の
政
治
に
関
わ
る
と
い
う
よ
り
は
、精
神
の
次
元
に
限
ら
れ
た
も
の
」
だ
っ
た
と
解
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
通
じ
る
の
は
、
共
産
主
義
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
自
由
主
義
な
ど
の
政
治
的
な
立
場
と
は
別
の
次
元
に
ジ
ッ
ド
の
見

地
が
あ
っ
た
と
す
る
理
解
で
あ
る
。

「
心
理
的
」
な
問
題
の
見
方
と
は
、
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
は
別
の
次
元
で
、
社
会
に
期
待
す
る
あ
る
べ
き
理
想
を

基
準
と
し
た
固
有
の
見
方
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
島
木
は
、
特
定
の
政
治
的
な
立
場
に
準
拠
す
る
の
で
も
な
く
、
ま
た
旅

の
個
人
的
印
象
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
満
州
開
拓
地
の
見
聞
に
も
と
づ
い
て
、
国
策
的
理
想
か
ら
か
け
離
れ
た
実
際
的

「
問
題
」
を
発
見
し
「
新
し
い
国
の
動
き
」
に
対
し
て
「
苦
言
」（「
批
評
」）
を
述
べ
よ
う
と
し
た
と
解
せ
る
。
島
木
が
注

視
し
記
し
た
見
聞
は
、
開
拓
団
の
経
営
に
か
か
わ
る
諸
問
題
で
あ
り
、
民
族
の
混
淆
（「
五
族
協
和
」）
と
力
関
係
で
多
く
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の
軋
轢
が
生
じ
て
い
る
な
か
に
あ
っ
て
、「
新
し
い
国
」で
の「
生
活
」の
形
を
生
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
人
々
の
姿
だ
っ
た
。

島
木
は
、
そ
れ
ま
で
の
政
治
信
条
で
あ
っ
た
マ
ル
ク
ス
主
義
に
も
、
国
策
に
も
、
短
絡
的
に
は
依
拠
せ
ず
に
、
満
州
開

拓
に
関
心
を
も
つ
人
々
に
向
け
て
、自
ら
の「
見
聞
」に
基
づ
い
て
見
出
し
た「
問
題
」を
記
そ
う
と
し
た
。
そ
の
と
き
、『
ソ

ヴ
ィ
エ
ト
旅
行
記
』
が
も
っ
て
い
た
ス
タ
ン
ス
、
理
想
は
肯
定
し
つ
つ
も
見
聞
に
も
と
づ
い
て
現
実
を
批
判
す
る
ス
タ
ン

ス
を
、
モ
デ
ル
と
し
て
い
た
形
跡
が
あ
る
。

「
旅
の
手
帳
か
ら
」
の
最
後
に
配
さ
れ
た
断
章
で
は
、
次
の
よ
う
に
「
ソ
ヴ
エ
ト
紀
行
」
に
言
及
し
た

37
。

「
孤
独
と
沈
黙
に
対
す
る
何
と
深
い
欲
求
が
、
僕
の
う
ち
に
巣
食
う
て
ゐ
る
こ
と
だ
。」
と
、
ウ
ー
ジ
エ
ヌ
・
ダ
ビ

が
死
の
数
日
前
に
そ
の
手
帳
に
書
き
つ
け
た
と
ジ
イ
ド
が
ソ
ヴ
エ
ト
紀
行
の
な
か
に
書
い
て
ゐ
る
。
ダ
ビ
と
は
ち
が

ふ
心
か
ら
で
は
あ
つ
て
も
、
私
も
ま
た
そ
れ
を
書
き
つ
け
る
。
長
い
旅
を
つ
づ
け
、
た
く
さ
ん
の
人
々
に
逢
つ
て
ゐ

る
う
ち
に
、
さ
う
い
ふ
欲
求
は
段
々
強
く
な
つ
て
行
く
。
精
神
と
肉
体
の
疲
れ
か
ら
ば
か
り
で
は
な
い
。
し
か
し
言

ふ
べ
き
こ
と
は
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ら
う
。

こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
ダ
ビ
（
一
八
九
八
─
一
九
三
六
）
は
、
ジ
ッ
ド
と
と
も
に
ソ
連
を
訪
問
し
た

フ
ラ
ン
ス
の
作
家
で
あ
る
。
こ
の
旅
行
で
猩
紅
熱
に
感
染
し
セ
バ
ス
ト
ポ
リ
で
客
死
し
た
。『
ソ
ヴ
ェ
ト
旅
行
記
』
に
は
、

次
の
よ
う
な
ダ
ビ
へ
の
献
辞
が
付
さ
れ
て
い
た
。「
亡
き
ウ
ー
ジ
エ
ヌ
・
ダ
ビ
に
／
彼
の
傍
で
、
そ
し
て
彼
と
と
も
に
体

験
し
／
思
索
し
た
こ
と
ど
も
の
反
映
で
あ
る
こ
の
書
を
捧
ぐ
。」（
／
は
改
行
）。
ダ
ビ
「
と
と
も
に
体
験
し
」「
思
索
し
た

こ
と
ど
も
の
反
映
」
と
は
、
沈
黙
し
た
ダ
ビ
の
意
思
も
ジ
ッ
ド
が
背
負
っ
て
書
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
島
木
が
言
及
し
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た
「
孤
独
と
沈
黙
に
対
す
る
何
と
深
い
欲
求
」
と
い
う
ダ
ビ
の
言
葉
は
、『
ソ
ヴ
ェ
ト
旅
行
記
』
で
は
な
く
、『
ソ
ヴ
ェ
ト

紀
行
修
正
』（
堀
口
大
学
訳
、
第
一
書
房
、
一
九
三
七
年
一
〇
月
）「
附
録
」
中
の
「
同
行
者

二
」
に
付
さ
れ
た
註
に
あ

る
38
。
ダ
ビ
が
旅
の
途
中
か
ら
「
僕
等
ほ
ど
の
熱
を
も
た
な
く
な
」
り
、「
も
の
思
ひ
に
耽
つ
た
り
、
読
書
し
た
り
、
も

の
を
書
い
た
り
、
女
相
手
に
慇
懃
遊
戯
を
し
た
り
し
て
ゐ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
」
と
い
う
本
文
に
「
註
一
」
が
次
の
よ

う
に
付
さ
れ
て
い
た
。「
彼
は
そ
の
死
の
数
日
前
、「
孤
独
と
沈
黙
に
対
す
る
何
と
深
い
欲
求
が
僕
の
う
ち
に
巣
食
う
て
ゐ

る
事
だ
！
」
と
、
か
う
そ
の
手
帳
に
書
き
つ
け
て
ゐ
る
」。
こ
の
注
釈
は
、
自
ら
は
ソ
連
の
見
聞
に
も
と
づ
い
た
発
言
を

し
な
か
っ
た
ダ
ビ
の
立
場
や
考
え
と
、
ジ
ッ
ド
の
ソ
連
批
判
と
の
関
係
に
触
れ
た
文
脈
の
な
か
に
あ
る
。
ソ
連
へ
の
批
判

的
な
言
及
が
も
つ
政
治
的
な
難
し
さ
、
ソ
連
が
理
想
の
国
で
あ
っ
て
ほ
し
い
願
望
と
見
聞
し
た
事
実
と
の
落
差
の
間
で
、

ダ
ビ
が
「
孤
独
」
に
「
沈
黙
」
し
て
い
た
の
だ
と
い
う
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
ジ
ッ
ド
の
書
は
こ
う
し
た
ダ
ビ
の
意
思
を

も
引
き
受
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
含
意
さ
れ
て
い
た
。

島
木
が
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
触
れ
た
の
は
、
満
州
で
見
聞
し
た
人
々
の
抱
え
る
課
題
を
国
策
へ
の
「
苦
言
」（「
批
評
」）

と
し
て
述
べ
た
こ
と
を
、
沈
黙
す
る
ダ
ビ
の
意
思
を
も
ふ
ま
え
て
発
言
し
た
ジ
ッ
ド
に
、
自
ら
を
な
ぞ
ら
え
て
い
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
「
長
い
旅
を
つ
づ
け
」
る
な
か
で
、
満
州
に
お
け
る
諸
課
題
に
黙
々
と
取
り
組
ん
で
い
る
人
々
に
共

感
し
つ
つ
、そ
れ
を
見
聞
し
た
自
分
は
「
言
ふ
べ
き
こ
と
は
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ら
う
」
と
述
べ
た
こ
と
に
相
当
す
る
。

そ
し
て
、
こ
の
文
章
の
直
後
に
小
説
「
青
服
の
人
」
が
配
さ
れ
て
い
た
。

島
木
が
も
っ
と
も
印
象
深
く
『
満
洲
紀
行
』
に
記
し
た
の
は
、
五
族
協
和
と
い
う
国
策
の
理
念
に
収
ま
ら
な
い
矛
盾
や

困
難
に
遭
遇
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
課
題
に
向
き
あ
っ
て
尽
力
す
る
「
新
し
い
人
間
の
タ
イ
プ
」

39
の
人
だ
っ
た
。「
北
満

開
拓
地
の
課
題
」
で
は
、
満
州
と
蒙
古
と
の
あ
い
だ
で
土
地
紛
争
の
解
決
に
尽
力
す
る
人
物
に
触
れ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
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て
い
た

40
。満

人
部
落
に
深
く
入
り
こ
み
、
汗
と
垢
と
に
ま
み
れ
、
蠅
と
蚤
と
南
京
虫
と
に
お
そ
は
れ
な
が
ら
、
長
年
月
に
わ

た
る
民
族
間
の
土
地
紛
争
の
解
決
の
た
め
に
力
を
尽
し
て
ゐ
る
や
う
な
日
本
の
青
年
に
接
し
た
と
き
に
は
、
感
動
の

涙
が
に
じ
ん
だ
。
名
に
お
い
て
も
、
物
質
に
お
い
て
も
む
く
い
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
や
う
な
生
活
が
す
で
に
十

年
に
も
近
い
と
い
ふ
こ
と
は
！

死
を
か
け
て
一
瞬
に
事
を
決
す
る
と
い
ふ
勇
気
に
ま
さ
る
大
き
な
勇
気
を
必
要

と
す
る
こ
の
や
う
な
行
為
が
、
い
か
に
物
静
か
に
、
つ
つ
ま
し
い
謙
譲
さ
で
つ
づ
け
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
ら
う
。

「
死
を
か
け
て
一
瞬
に
事
を
決
す
る
と
い
ふ
勇
気
」
よ
り
も
、「
紛
争
」
に
直
面
し
つ
つ
「
力
を
尽
し
」、「
物
静
か
に
、

つ
つ
ま
し
い
謙
譲
さ
」
で
行
動
す
る
人
物
は
、「
新
し
い
人
間
の
タ
イ
プ
」
の
一
つ
と
し
て
小
説
「
青
服
の
人
」
の
主
人

公
に
形
象
化
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
小
説
は
、
満
州
に
住
む
青
年
「
苗
場
信
助
」
を
主
人
公
と
す
る
。
苗
場
は
、
友
人
か
ら
「
満
人
服
」（
青
服
）
を

着
る
こ
と
で
汽
車
に
乗
っ
た
と
き
や
日
本
と
満
州
を
往
復
す
る
際
に
起
こ
る
「
不
便
」
を
聞
か
さ
れ
た
。
し
か
し
、
苗
場

は
あ
え
て
「
満
人
服
」
を
着
る
こ
と
で
差
別
的
待
遇
を
受
け
、
そ
れ
に
反
抗
し
た
の
だ
っ
た
。
五
族
協
和
と
い
う
理
念
の

正
し
さ
を
、
差
別
に
反
抗
す
る
こ
と
で
啓
蒙
し
よ
う
と
し
た
。

だ
が
、
そ
う
し
た
振
る
舞
い
は
「
安
価
な
ヒ
ロ
イ
ズ
ム
」

41
だ
っ
た
と
気
づ
く
。
苗
場
は
、
村
の
中
核
的
な
人
物
と
し

て
日
本
人
と
満
州
人
と
の
あ
い
だ
を
仲
介
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
あ
る
と
き
、
村
が
「
匪
賊
」
に
襲
撃
さ
れ
、
苗
場

の
股
肱
と
し
て
信
頼
し
て
い
た
陳
志
平
が
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
陳
は
、
死
ぬ
間
際
に
、
襲
撃
し
て
き
た
者
の
な
か
に
村
の
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者
が
い
た
こ
と
を
言
い
残
す
。
苗
場
は
、
表
向
き
の
様
子
か
ら
だ
け
で
は
う
か
が
い
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
日
本
人
と

満
州
人
と
の
深
い
溝
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
蒙
古
と
満
州
の
間
の
土
地
所
有
権
を
め
ぐ
る
紛
争
を
仲
介
し
解
決

に
奔
走
す
る
経
験
を
通
じ
て
苗
場
は
変
わ
る
。
そ
の
姿
は
次
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
た

42
。

す
べ
て
実
質
的
な
仕
事
を
し
て
ゐ
る
人
と
は
さ
う
い
ふ
も
の
で
あ
ら
う
か
、
彼
も
亦
口
で
は
主
義
の
や
う
な
も

の
は
殆
ど
語
ら
な
か
つ
た
。
ど
こ
か
悲
し
げ
な
ま
で
に
沈
鬱
に
見
え
る
、
非
常
に
謙
遜
な
人
で
あ
つ
た
。
こ
の
人

は
お
茶
を
の
む
時
に
も
一
寸
押
し
い
た
だ
く
や
う
に
し
て
か
ら
の
む
の
で
あ
つ
た
が
、
さ
う
い
ふ
し
ぐ
さ
が
少
し

も
わ
ざ
と
ら
し
く
な
く
自
然
な
の
で
あ
つ
た
。
強
ひ
て
色
分
け
す
れ
ば
右
翼
の
人
な
の
で
あ
ら
う
が
、
私
達
が
東

京
あ
た
り
で
見
る
や
う
な
そ
の
派
の
人
と
は
ち
が
ふ
。
私
は
お
な
じ
や
う
な
仕
事
に
従
つ
て
ゐ
る
、
も
と
は
左
翼

だ
つ
た
人
に
も
逢
つ
た
が
、
今
は
共
に
同
じ
こ
の
国
の
理
想
に
生
き
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
そ
の
過
去
に
従
つ
て
、

人
間
の
持
味
が
ち
が
ふ
と
こ
ろ
を
興
味
深
く
思
つ
た
の
で
あ
る
。

「
主
義
の
や
う
な
も
の
は
殆
ど
語
ら
な
」
い
。「
ど
こ
か
悲
し
げ
な
ま
で
に
沈
鬱
に
見
え
る
、
非
常
に
謙
遜
な
人
」
と
し

て
苗
場
は
描
か
れ
た
。
五
族
協
和
の
建
前
と
か
け
は
な
れ
た
満
州
に
お
け
る
民
族
間
紛
争
の
現
実
。
し
か
し
、
そ
う
し
た

現
実
を
、「
主
義
」
の
よ
う
な
理
論
で
糊
塗
す
る
こ
と
な
く
、「
沈
鬱
」
に
受
け
と
め
つ
つ
「
謙
遜
」
に
振
る
舞
う
人
物
と

し
て
描
か
れ
た
。
こ
う
し
た
人
物
の
形
象
は
、
期
待
と
希
望
を
も
つ
が
ゆ
え
に
現
実
と
の
落
差
の
あ
い
だ
で
「
孤
独
と
沈

黙
」
を
欲
求
し
た
ダ
ビ
に
一
脈
通
じ
つ
つ
、「
実
質
的
な
仕
事
を
し
て
ゐ
る
人
」
と
し
て
形
象
化
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
と

い
え
よ
う
。
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六

お
わ
り
に

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
リ
ア
リ
ズ
ム
の
臨
界

島
木
は
、
一
九
三
八
年
に
農
民
文
学
懇
話
会
設
立
に
先
立
つ
有
馬
農
相
と
の
懇
談
会
の
後
、「
国
策
」
と
「
文
学
」
と

の
関
係
に
つ
い
て
、「
私
は
単
に
国
策
に
順
応
す
る
だ
け
の
文
学
な
ぞ
が
、
い
や
し
く
も
文
学
で
あ
る
以
上
、
あ
ら
う
と

は
思
は
な
い
。
作
家
に
は
作
家
の
眼
が
あ
り
、
そ
れ
は
批
判
の
眼
で
あ
る
」43

と
述
べ
て
い
た
。
こ
う
し
た
姿
勢
は
『
満

洲
紀
行
』
や
『
或
る
作
家
の
手
記
』
に
一
貫
し
た
も
の
だ
っ
た
。

こ
こ
ま
で
『
満
洲
紀
行
』
に
は
「
国
策
」
の
枠
組
み
と
「
批
判
の
眼
」
と
い
う
二
重
の
性
格
が
あ
る
こ
と
を
、
満
州
を

め
ぐ
る
報
道
写
真
と
、
現
地
報
告
的
な
性
格
を
も
っ
た
旅
行
記
と
し
て
の
『
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
旅
行
記
』
へ
の
言
及
と
を
観
点

に
検
討
し
て
き
た
。
写
真
の
挿
入
は
「
国
策
」
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
接
し
、『
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
旅
行
記
』
の
参
照
は
「
問
題
」

を
直
視
す
る
リ
ア
リ
ズ
ム
と
接
す
る
と
こ
ろ
に
現
れ
て
い
た
。
満
州
へ
の
見
聞
旅
行
は
、
そ
れ
以
前
の
「
地
方
」
へ
の
見

聞
旅
行
の
延
長
で
あ
り
、
満
州
移
民
が
抱
え
る
問
題
の
な
か
で
「
新
し
い
人
間
の
タ
イ
プ
」
を
探
訪
す
る
こ
と
に
動
機
づ

け
ら
れ
て
い
た
。
小
説
「
青
服
の
人
」
は
そ
の
形
象
化
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

国
策
の
枠
組
み
の
中
で
移
民
し
、
満
州
の
農
村
で
生
活
を
営
む
人
々
が
現
実
に
直
面
し
て
い
る
「
問
題
」
に
、
島
木
の

「
文
学
」
者
と
し
て
の
「
作
家
の
眼
」
が
向
け
ら
れ
て
い
た
。『
満
洲
紀
行
』
は
、見
聞
に
準
拠
し
た
批
評
的
な
視
角
か
ら
、

厳
し
く
統
制
さ
れ
要
請
さ
れ
た
「
国
策
」
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
か
ら
漏
れ
る
「
問
題
」
を
見
出
す
リ
ア
リ
ズ
ム
で
記
さ
れ
た
ル

ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
だ
っ
た
と
評
価
で
き
る
だ
ろ
う
。
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［
付
記
］ 

引
用
は
『
満
洲
紀
行
』（
創
元
社
、
一
九
四
〇
年
四
月
）
を
用
い
、
こ
れ
以
外
の
島
木
健
作
の
テ
ク
ス
ト
は
『
島
木
健
作
全
集
』

全
一
五
巻
（
国
書
刊
行
会
）
を
用
い
て
『
全
集
』
と
略
記
し
た
。
ま
た
、図
版
の
う
ち
『
新
満
洲
』
か
ら
の
引
用
は
復
刻
版
（
不
二
出
版
）

を
用
い
た
。

1

以
下
略
歴
は
「
年
譜
（
自
撰
）」、
高
橋
春
雄
編
「
年
譜
」（『
全
集
』
一
五
巻
、
四
八
七
─
五
一
二
頁
）
に
よ
る
。

2

『
満
洲
紀
行
』、
三
頁
。

3

『
全
集
』
九
巻
、
一
四
頁

4

中
川
成
美
「
幻
影
の
大
地

島
木
健
作
『
満
洲
紀
行
』
論
」
小
田
切
進
編
『
昭
和
文
学
論
考
』
八
木
書
店
、
一
九
九
〇
年
。

5

川
村
湊
『
異
郷
の
昭
和
文
学
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
、
五
二
─
六
〇
頁
。

6

拙
論
「
島
木
健
作
の
「
地
方
」
表
象
」
高
橋
秀
太
郎
・
森
岡
卓
司
編
『
一
九
四
〇
年
代
の
〈
東
北
〉
表
象

文
学
・
文
化
運
動
・

地
方
雑
誌
』
東
北
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
八
年
、
一
三
─
三
八
頁
。

7

山
崎
芳
雄
『
弥
栄
村
要
覧
』（
満
洲
移
住
協
会
、
一
九
三
六
年
）
に
よ
れ
ば
、
最
初
の
武
装
移
民
団
の
募
集
は
、
青
森
、
岩
手
、

秋
田
、
山
形
、
宮
城
、
福
島
、
新
潟
、
長
野
、
茨
木
、
栃
木
、
群
馬
の
一
一
県
の
在
郷
軍
人
か
ら
選
抜
し
た
と
い
う
（
四
八
頁
）。

一
九
三
二
年
一
〇
月
、
佳チ

ャ
ム
ス

木
斯
に
到
着
し
、
そ
の
後
、
永
豊
鎮
（
孟
家
崗
）
に
入
植
し
た
（
五
三
頁
）。

8

白
取
道
博
『
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
史
研
究
』
北
海
道
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
。

9

島
木
健
作
「
満
洲
の
旅
か
ら
還
る
」（『
随
筆
と
小
品
』
河
出
書
房
、
一
九
三
九
年
八
月
、『
全
集
』
第
一
三
巻
、
八
七
頁
）
に
、「
私

は
三
月
二
十
二
日
に
東
京
を
発
つ
て
渡
満
の
途
に
の
ぼ
つ
た
。
途
中
四
国
に
渡
り
、
香
川
県
に
四
日
間
ほ
ど
滞
在
し
、
朝
鮮
で
は
、

仏
国
寺
、慶
州
を
経
て
、京
城
に
一
週
間
余
り
ゐ
た
」
と
記
し
て
い
る
。
な
お
、戦
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
随
筆
と
小
品
』（
河
出
書
房
、
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一
九
四
七
年
一
二
月
、三
二
版
）
に
は
満
州
関
連
の
エ
ッ
セ
イ
「
内
原
見
学
」「
チ
オ
ン
バ
の
花
」（『
婦
人
公
論
』
一
九
三
九
年
九
月
）

「
野
の
花
と
興
安
嶺
」（『
満
洲
グ
ラ
フ
』
一
九
三
九
年
九
月
）「
満
洲
の
旅
か
ら
還
る
」
は
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
初
版
発
行

月
を
一
九
三
九
年
「
四
月
」
と
記
載
し
て
い
る
が
八
月
の
誤
り
で
あ
る
。

10

島
木
健
作
「
北
満
開
拓
地
の
課
題
」『
満
洲
紀
行
』
八
頁

11

本
稿
で
は
立
ち
入
っ
て
論
じ
な
い
が
、
同
時
期
に
満
州
を
旅
行
し
た
見
聞
記
を
含
む
伊
藤
整
『
満
洲
の
朝
』（
育
成
社
弘
道
閣
、

一
九
四
一
年
一
〇
月
）、
福
田
清
人
『
大
陸
の
青
春
』（
小
学
館
、
一
九
四
二
年
二
月
）
に
も
現
地
の
写
真
が
巻
頭
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
福
田
書
掲
載
の
写
真
の
撮
影
者
は
定
か
で
は
な
い
が
、
伊
藤
書
は
著
者
撮
影
の
写
真
で
あ
る
。

12

こ
の
時
期
の
写
真
界
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
白
山
眞
理
『〈
報
道
写
真
〉
と
戦
争1930 –1960

』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
）

を
参
照
。「
第
五
章

ア
マ
チ
ュ
ア
包
囲
網
」
で
は
、
一
九
四
〇
年
の
渡
邊
の
発
言
に
触
れ
な
が
ら
、
雑
誌
統
制
へ
の
協
力
な
ど

時
局
に
対
し
て
積
極
的
に
同
調
し
た
こ
と
に
触
れ
て
論
じ
て
い
る
。

13

『
東
京
朝
日
新
聞
』一
九
三
一
年
一
二
月
一
四
─
一
六
日
。
の
ち
に『
芸
術
界
の
基
調
と
時
潮
』（
六
文
館
、一
九
三
二
年
二
月
）所
収
。

板
垣
は
、
堀
野
正
雄
の
写
真
を
組
み
合
わ
せ
て
構
成
し
た
「
大
東
京
の
性
格
」（『
中
央
公
論
』
一
九
三
一
年
一
〇
月
）
を
発
表
し

て
い
た
。

14

伊
奈
信
男
「
新
体
制
下
に
於
け
る
写
真
家
の
任
務
」（『
カ
メ
ラ
ア
ー
ト
』
一
九
四
〇
年
九
月
）、渡
邊
勉
「
国
家
宣
伝
と
写
真
作
家
」

（『
カ
メ
ラ
ア
ー
ト
』
一
九
四
〇
年
一
〇
月
）。

15

渡
邊
勉
「
満
洲
転
戦
半
歳
」『
フ
ォ
ト
タ
イ
ム
ス
』
一
九
三
九
年
一
〇
月
。
渡
邊
「
転
戦
九
ヶ
月
を
顧
み
て
（
１
）」（『
フ
ォ
ト
タ

イ
ム
ス
』
一
九
四
〇
年
二
月
）
に
は
、
撮
影
旅
行
先
に
満
州
を
選
ん
だ
経
緯
を
「
新
し
い
支
那
の
建
設
を
正
し
く
批
判
し
、
認
識

す
る
上
に
も
、
満
洲
国
の
機
構
と
現
実
の
動
き
を
確
り
見
て
お
く
こ
と
が
必
要
だ
」
と
考
え
た
た
め
だ
っ
た
と
し
、「
島
木
健
作
、
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山
田
清
三
郎
の
両
作
家
は
、
シ
ン
セ
リ
テ
イ
な
態
度
と
良
心
的
な
心
構
へ
を
も
つ
て
開
拓
地
を
歴
訪
し
て
居
ら
れ
、
両
氏
に
は
僕

の
旅
行
の
態
度
は
充
分
理
解
し
て
も
ら
へ
た
し
、
進
ん
で
共
鳴
と
激
励
さ
へ
受
け
」
た
と
記
し
て
い
る
。

16

渡
邊
『
組
み
写
真
の
写
し
方
纏
め
方
』、
二
〇
頁

17

「
発
会
式
の
準
備
」『
昭
和
一
四
年
版

土
の
文
学
作
品
年
鑑
』
教
材
社
、
一
九
三
九
年
二
月
。

18

島
木
健
作
「
国
策
と
農
民
文
学
」『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
三
八
年
一
一
月
一
七
─
一
九
日
、『
全
集
』
一
四
巻
。

19

同
号『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』の
表
紙
は
、堀
野
が
撮
っ
た
中
国
人
モ
デ
ル
の
写
真
だ
っ
た
。
戸
田
昌
子「「
女
性
美
」か
ら
大
陸
へ
の
道
程
」

（
東
京
都
写
真
美
術
館
編
『
幻
の
モ
ダ
ニ
ス
ト

写
真
家
堀
野
正
雄
の
世
界
』
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
二
年
）
に
よ
れ
ば
、
堀
野

は
「
一
九
三
九
年
五
月
か
ら
七
月
上
旬
に
か
け
て
北
支
、満
州
な
ど
へ
の
撮
影
旅
行
」
を
し
た
。
こ
の
こ
ろ
の
堀
野
は
「
働
く
女
」

を
テ
ー
マ
と
し
、「
日
本
の
田
舎
を
見
る
か
の
よ
う
な
ま
な
ざ
し
を
、
半
島
、
大
陸
へ
と
敷
衍
さ
せ
て
い
く
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

20

堀
野
正
雄
『
満
蒙
開
拓
団
の
回
想

そ
の
周
辺
50
年
前
の
軌
跡
』（
堀
野
洋
子
記
念
親
洋
会
事
務
局
、
一
九
九
三
年
）
に
、
堀
野

が
満
州
で
撮
影
し
た
写
真
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
鉄
驪
や
哈
爾
浜
の
青
少
年
義
勇
軍
開
拓
団
訓
練
所
の
団
員
や
寮
母
た
ち
、
弥

栄
村
、
千
振
郷
、
第
七
次
四
家
房
、
ハ
イ
ラ
ル
（
海
拉
爾
）
の
白
系
露
人
村
、
蒙
古
の
遊
牧
民
な
ど
を
撮
影
し
た
写
真
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
弥
栄
村
、
千
振
郷
を
写
し
た
も
の
の
中
に
「
開
拓
地
の
子
ら
」
と
同
じ
場
所
か
と
思
わ
れ
る
写
真
が
あ
る
。
角
度
が
違

い
、
後
の
風
景
な
ど
か
ら
は
判
断
で
き
な
い
が
、
木
柵
や
子
供
の
着
物
か
ら
推
測
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
幼
児
の
面
倒
を
み
る
女
性

た
ち
を
写
し
た
写
真
と
と
も
に
、「
託
児
所
も
自
然
に
生
ま
れ
た
」
と
の
説
明
が
あ
る
。

21

『
満
洲
紀
行
』、「
序
」
三
─
四
頁
。

22

堀
野
撮
影
で
あ
る
こ
と
は
、
堀
野
前
掲
書
『
満
蒙
開
拓
団
の
回
想
』
四
五
頁
に
同
じ
写
真
が
あ
る
こ
と
で
確
認
で
き
る
。

23

『
満
洲
紀
行
』、
一
七
九
─
一
八
〇
頁
。
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24

『
満
洲
紀
行
』、
一
七
一
頁
。

25

『
満
洲
紀
行
』、
一
八
〇
頁
。

26

『
満
洲
紀
行
』、
一
八
〇
─
一
八
一
頁
。

27

『
満
洲
紀
行
』、「
序
」
一
─
二
頁
。

28

『
満
洲
紀
行
』、
二
八
九
─
二
九
〇
頁
。

29

『
満
洲
紀
行
』、
二
九
一
─
二
九
二
頁
。

30

『
満
洲
紀
行
』、
二
九
四
頁
。

31

ジ
イ
ド
『
ソ
ヴ
ェ
ト
旅
行
記
』（
小
松
清
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
三
七
年
）
を
復
刊
し
た
一
九
九
二
年
版
（
第
八
刷
）
の
一
八
〇

頁
一
行
目
か
ら
一
八
四
頁
六
行
目
に
相
当
す
る
部
分
が
削
除
。
ダ
ビ
の
四
行
詩
（
ソ
ネ
ッ
ト
）
が
引
用
さ
れ
た
部
分
で
、
第
一
次

世
界
大
戦
へ
の
従
軍
体
験
を
踏
ま
え
た
戦
争
と
死
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
い
る
。

32

海
外
で
の
反
響
を
邦
訳
で
報
じ
た
も
の
に
、
雑
誌
『
セ
ル
パ
ン
』
一
九
三
七
年
三
月
号
が
あ
る
。
ロ
マ
ン
・
ロ
ー
ラ
ン
「
ジ
イ
ド

の
ソ
ヴ
エ
ト
観
を
批
判
す
」、
ミ
ド
ル
ト
ン
・
マ
リ
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
幻
滅
」、
バ
ン
ジ
ャ
マ
ン
・
ク
レ
ミ
ュ
ウ
「
ジ
イ
ド
の
ソ
ヴ

エ
ト
批
判
」、
リ
オ
ナ
ア
ド
・
ウ
ル
フ
「
ジ
イ
ド
批
評
の
狂
信
性
」、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ユ
イ
ス
マ
ン
「
ジ
イ
ド
と
旅
行
を
共
に
し
て
」

を
掲
載
。

33

前
掲
岩
波
文
庫
、
一
九
九
二
年
、
一
五
─
一
六
頁

34

国
分
俊
宏
「
本
書
を
お
読
み
に
な
る
前
に
─
訳
者
に
よ
る
ま
え
が
き
」、
ジ
ッ
ド
『
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
旅
行
記
』
国
分
俊
宏
訳
、
光
文

社
古
典
新
訳
文
庫
、
二
〇
一
九
年
、
一
三
頁
。

35

小
林
秀
雄
「
ジ
イ
ド
「
ソ
ヴ
ェ
ト
旅
行
記
」
Ⅲ
」『
文
学
界
』
一
九
三
七
年
六
月
。
引
用
は
『
小
林
秀
雄
全
集
第
五
巻
』
新
潮
社
、
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二
〇
〇
二
年
、
一
八
四
頁
。

36

国
分
俊
宏
「
解
説
」
前
掲
『
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
旅
行
記
』、
三
二
一
頁
。

37

『
満
洲
紀
行
』、三
二
〇
─
三
二
一
頁
。
な
お
、「
旅
の
手
帳
か
ら
」
と
い
う
表
題
と
類
似
し
た
表
題
「
旅
の
手
帳
よ
り
」
が
『
ソ
ヴ
ェ

ト
紀
行
修
正
』
に
も
あ
る
。
こ
う
し
た
点
に
も
『
ソ
ヴ
ェ
ト
旅
行
記
』『
ソ
ヴ
ェ
ト
紀
行
修
正
』
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。

38

『
ソ
ヴ
ェ
ト
紀
行
修
正
』、
一
五
六
頁
。

39

「
新
し
い
人
間
の
タ
イ
プ
」
へ
の
関
心
に
つ
い
て
は
、『
満
洲
紀
行
』
の
中
で
繰
り
返
し
言
及
し
て
い
た
。「
北
満
開
拓
地
の
課
題
」

で
は
、
満
州
に
向
け
る
関
心
に
つ
い
て
「
つ
ね
に
人
間
に
対
す
る
興
味
が
先
立
つ
私
は
、
何
よ
り
も
先
づ
新
し
い
土
地
に
成
長
し

つ
つ
あ
る
新
し
い
人
間
の
タ
イ
プ
を
想
像
し
た
」
と
述
べ
て
い
た
。
本
論
の
中
で
言
及
し
た
よ
う
に
「
孫
呉
に
て
」
冒
頭
に
も
あ

る
。「
斉
斉
哈
爾
か
ら
訥
河
ま
で
」
で
は
、
訥
河
駅
の
助
役
Ｕ
氏
と
の
出
会
い
と
近
隣
の
村
へ
の
協
力
の
姿
を
「
Ｕ
氏
の
ご
と
き

も
亦
た
し
か
に
満
洲
の
地
が
生
み
つ
つ
あ
る
新
し
い
人
間
の
一
つ
の
タ
イ
プ
で
あ
る
」と
記
し
た
。「
満
洲
へ
旅
す
る
人
に
」で
は
、

満
州
で
は
協
和
会
と
農
事
合
作
社
を
訪
ね
る
べ
き
こ
と
を
勧
め
て
、
そ
の
理
由
を
「
こ
こ
に
こ
そ
彼
等
が
逢
ひ
た
い
と
望
ん
で
ゐ

る
に
ち
が
ひ
な
い
青
年
が
ゐ
る
か
ら
」
だ
と
し
、「
日
本
に
は
見
ら
れ
ぬ
人
間
、
満
洲
国
な
ら
で
は
見
得
な
い
人
間
の
タ
イ
プ
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
こ
う
し
た
「
新
し
い
人
間
の
タ
イ
プ
」
を
形
象
化
し
た
の
が
小
説
「
青
服
の
人
」
だ
っ
た
と
い

え
よ
う
。

40

『
満
洲
紀
行
』、
六
頁
。

41

『
満
洲
紀
行
』、
三
四
四
頁
。

42

『
満
洲
紀
行
』、
三
五
九
頁
。
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43

前
掲
島
木
「
国
策
と
農
民
文
学
」『
全
集
』
一
四
巻
、
一
四
二
頁
。




